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機械施設管理保全システム
機械施設管理保全システム（ＭＡＰＳ： Machinery facilities Administration Preservation System ）は、各空港事務所等で予備電源設備（非
常用発電設備、無停電電源設備等）を通信ネットワークを利用し遠隔にて状態監視と制御を効果的に実施するための装置である。

那覇ＭＡＰＳ

【凡例】
●：運用統括官署（管理センター）
◎：管理官署
○：集約官署

沖縄周辺の官署

●那覇（事）
○石垣（出）
○宮古（空・レ）

●

那覇ブロック

東京ブロック

●東京（事）
○三沢（事）
○百里（事）
○青森（出）
○山形（出）
○静岡（出）
○秋田（空・レ）
◎仙台（事）
○花巻（出）
○福島（出）
◎成田（事）
◎新潟（事）

●

大阪ブロック

●

新千歳ブロック

●新千歳（事）
○丘珠（事）
○稚内（事）
○函館（事）
○釧路（事）
○旭川（出）
○帯広（出）
○女満別（出）

新千歳ＭＡＰＳ

東京ＭＡＰＳ

大阪ＭＡＰＳ

福岡ＭＡＰＳ

●福岡（事） ◎熊本（事）
○北九州（事） ◎大分（事）
○山口宇部（出）◎宮崎（事）
○佐賀（出） ◎鹿児島（事）
◎長崎（事）

札幌管制部

東京管制部

●

管理センタ－の配置及びその管轄官署 監視画面の一例

非常用発電設備、無停電電源設備等の予備電源設備

全国に点在する予備電源設備は、管轄区域を５ブロックに分割した各ブロックの運用統括官署（管
理センター）を中心とした運用・管理を行っている。各管理センターではＭＡＰＳにて２４時間リアルタイ
ムで予備電源設備の運用状態を把握するとともに、商用電力に異常があった場合、非常用発電設備
を遠隔で制御することで航空保安施設への安定した電力供給を行っている。また、ＭＡＰＳにて装置
の各種温度や圧力値などの計測データ及び変動傾向を監視することにより、設備の健全性を確保し
ている。

機械施設の管理

福岡管制部

●

福岡ブロック

神戸管制部SDECC

性能評価センター

仙台（事） 仙台空港電源局舎 発電設備 無線用 サイト保守設定中

室内温度 過給機入口A（1-3） 重故障一括 軽故障一括

**.* ℃ **.* ℃ 油圧低下 燃料油面異常

過給機入口A（4-6） 水温過昇 注油圧力不足

**.* ℃ 過速度 保温装置異常

過給機入口B（1-3） 過電圧 自動充電装置異常

**.* ℃ 過電流 補機回路MCCBトリップ一括

過給機入口B（4-6） 始動渋滞 補機回路漏電

**.* ℃ 制御電源MCCBトリップ 補機回路過電流

冷却水 機関入口温度 **.* ℃ 自然停止 温風機異常

冷却水 機関出口温度 **.* ℃ 励磁装置故障 地絡過電圧

潤滑油 機関入口温度 **.* ℃ 電圧低下 ＬＢＳ用ヒューズ断

潤滑油 機関出口温度 **.* ℃ 発電機遮断器断 冷却水面異常

機関回転速度

**** min-1 電圧 *** V

**** L 冷却水　圧力 電流Ｕ **.* A

*.** MPa 周波数 **.* Hz

潤滑水　圧力 力率 *** %

*.** MPa 電力 *** kW

界磁電圧 *** V

界磁電流 **.* A

**** L 充電装置出力電流 **.* A

総電圧 **.* V

25%負荷 **.* h 代表槽電圧 **.* V

50%負荷 **.* h 代表槽液温 **.* ℃

75%負荷 **.* h

100%負荷 **.* h

遠隔優先 ●

地下燃料
タンク保有量

制御回路 自動 ●
試験 ●
遠隔試験 ●

室内燃料
タンク保有量

充電装置 均等充電

商用側 ●
発電側 ●

電源切換器

商用電源 受電中 ●
停電中 ●

発電装置 運転 ●
遠隔待機完了 ●

●

運転可能時間

発電装置

トレンド

蓄電池発電装置出力（電力）発電装置出力（電流）

kW A**.****

制御 任意計測 計測開始 計測停止 保存

●大阪（事）
○小松（事）
○八尾（事）
○美保（事）
〇広島（事）
○岩国（事）

○徳島（事）
〇高松（事）
○富山（出）
○神戸（出）
○南紀白浜（出）
○出雲（出）

○岡山（出）
◎中部（事）
◎関西（事）
◎松山（事）
◎高知（事）


